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鉄粉カイロの分析

鉄粉カイロの特性評価のために様々な分析情報をご提案いたします。

鉄粉カイロの性能評価のための
成分配合比及び鉄の酸化状態分析

Cat.No 3S2J-231-00-150415

使い捨てカイロの熱源となる鉄量及びその酸化状態はカイロの特性を決める重要な

ファクターであり、新製品開発や完成品の品質調査のためにこれらは有用な情報と

なります。また鉄以外の成分（活性炭、バーミキュライト、塩（NaCl）、吸水性樹脂

（例えばポリアクリル酸ソーダ）、水分等）の配合割合も性能評価には欠かせません。

当社では、鉄粉カイロの製品開発、製造管理を支える「鉄の酸化状態分析」及び

「製品の組成分析（有機、無機）」技術により、お客様をサポートいたします。

分析方法の概要
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炭素・酸素分析

C ： 燃焼-赤外線吸収法
O ： 不活性ガス融解-赤外線吸収法

Na分析

原子吸光分析法

赤外分光分析法（FT-IR）等

による樹脂の定性分析にも

対応いたします。


